
１．計画地の場所

市川市立宮田小学校新校舎建設について

３．既存校舎の概要

敷地面積 ：7,478㎡

用途地域 ：近隣商業地域、第一種住居地域

許容建蔽率 ：80％（近隣商業地域）、60％（第一種住居地域）

許容容積率 ：300％（近隣商業地域）、200％（第一種住居地域）

防火地域 ：準防火地域（近隣商業地域）

指定なし（第一種住居地域）

絶対高さ制限：指定なし

高度地区 ：第二種高度地区（一部、第一種高度地区）

その他 ：市川市景観計画区域

２．用途地域等の敷地条件

教室棟 校舎 RC 3 1613
管理教室・屋内運動場棟 校舎 RC 5 2604
特別教室棟 校舎 RC 2 832

用途 構造 階数
延床
面積
（㎡）

建物名

議案第１号
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事業目的：施設の老朽化と将来的な児童数の減少により、学校施設の建替えを行う。
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2,604

（合計）5,049
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４．周辺状況について
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５．景観計画におけるゾーン区分
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６．配置計画（案）について
基本構想・基本計画の策定段階であり、今後の協議により階数や教室の配置等設計内容は変更が生じます。

〇南側配置A 階数：本地5階（高さ約20m） 別館平屋建て（高さ約5m）

〇南側配置B 階数：本館4階（高さ約16m） 別館3階建て（高さ約13m）
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配置計画に至る理由：仮設校舎をつくらないように南側に校舎を配置した。また、本地に校舎を集約して配置した。

配置計画に至る理由：仮設校舎をつくらないように南側に校舎を配置した。敷地の有効活用のため飛地にも校舎を配置した。
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〇東側配置 階数：本館4階（高さ約16m） 別館3階（高さ約13m）

〇北側配置 階数：本館3階（高さ約13m） 別館2階高さ（約9m）
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配置計画に至る理由：飛地との動線を短くするために、東側に校舎を配置した。

配置計画に至る理由：校庭への日照を確保するために校舎を北側に配置した。



〇西側配置 階数：本館4階（高さ約16m） 別館平屋建て（高さ約5m）
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６．外観のデザインについて
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①学校は地域のシンボル施設
②多くの卒業生を輩出した伝統ある施設

であり、これらの地域性や伝統性を踏まえて、学校に通う児童や地域住民など学校に関係のある方が愛着を持つデ
ザインとすることを検討しております。

配置計画に至る理由：地域開放を行う、体育館を正門に近い配置とした。
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７．予定スケジュールについて

令和2年度 基本構想・基本計画策定
令和3年度 基本設計・実施設計
令和5年度 建設工事
令和8年度 供用開始
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